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香
南
市
役
所 

各
課
紹
介
⑤                       

本
庁
・
二
階
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
庁
・
三
階

私たちがスタッフです。よろしくお願いします！

　
市
民
か
ら
選
ば
れ
た
三

人
の
監
査
委
員
と
私
た
ち

事
務
局
の
職
員
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
税
金
が
正
し

く
効
率
的
に
使
わ
れ
て
い

る
か
、
市
の
事
業
が
効
果

を
上
げ
て
い
る
の
か
な
ど

チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
複
雑
で
多
岐
に

わ
た
る
行
財
政
事
務
に
、

的
確
で
効
率
的
な
監
査
が

行
え
る
よ
う
研
修
を
積
ん

で
い
き
ま
す
。  

　財政課は市の家計を陰で支え、健全な財政運営に努めます。

　合併して市となり、それまで議会事務局

が兼務していた監査部門が独立しました。

　市政や市民の活動を広報誌を通じてお伝えして

いきます。

　９月議会は６日開会予定。詳

しい日程は議会事務局までお問

い合わせください。

も
っ
た
い
な
い

57-8513

議会事務局

　市役所本庁の財政課が北庁舎１階から本

庁舎３階へ移動しました。

（▼本庁舎３階）

庁舎の課の配置が変わりました庁舎の課の配置が変わりました

　
地
元
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞

に
、
着
任
し
た
先
生
の
自
己
紹

介
文
が
載
っ
て
い
た
。
「
私
は

け
ち
で
す
。
人
に
で
き
る
こ
と

は
私
に
も
で
き
る

と
思
い
、
左
官
や
大

工
仕
事
も
見
よ
う

見
ま
ね
で
何
で
も

挑
戦
し
て
い
ま
す
。

こ
の
前
は
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を
切
っ
て
植
木
鉢
の
自

動
給
水
器
も
作
り
ま
し
た
。
お

金
を
払
え
ば
何
で
も
で
き
る
世

の
中
で
す
が
、
け
ち
に
な
る
に

は
工
夫
を
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
（
要
約
）
」
。

　
私
の
世
代
よ
り
ず
っ
と
若
い
こ

の
先
生
の
言
葉
が
妙
に
心
に
残
っ

た
。
戦
中
戦
後
の
品
物
の
な

い
時
代
に
育
っ
た
私
た
ち
は
、

ご
飯
粒
一
つ
こ
ぼ
し
て
も「
そ

ん
な
こ
と
し
た
ら
目
が
つ

ぶ
れ
る
」
と
注
意
さ
れ
何
で

も
「
節
約
、
も
っ
た
い
な
い
」

で
し
つ
け
ら
れ
た
。

　
そ
の
よ
う
な
わ
け
で
い
ま
だ
に

貧
乏
気
質
が
抜
け
ず
、
物
の
処
分

が
で
き
な
い
で
い
る
。
今
使
っ
て

い
る
パ
ソ
コ
ン
も
十
数
年
前
の

代
物
で
、
処
分
さ
れ
か
け
て
い
た

の
を
譲
り
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

機
嫌
を
取
り
な
が
ら
使
え
ば
、
ワ

ー
プ
ロ
の
代
わ
り
に
十
分
で
あ
る
。

　
今
は
何
で
も
使
い
捨
て
の
時

代
だ
が
、
こ
の
先
生
の
よ
う
に
、

け
ち
に
な
っ
て
工
夫
し
て
限
り

あ
る
自
然
の
恵
み
を
未
来
に
生
か

す
よ
う
、
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
で
あ
る
。

　
滋
賀
県
で
生
ま
れ
た
知
事
も「
も

っ
た
い
な
い
」
を
訴
え
つ
づ

け
初
当
選
し
た
。
大
切
な
税

金
の
無
駄
遣
い
は
も
っ
た
い

な
い
と
新
幹
線
新
駅
建
設
の

協
定
破
棄
を
主
張
し
、
多
く

の
県
民
か
ら
支
持
を
受
け
た

の
で
あ
る
。

　
広
報
「
こ
う
な
ん
」
七
月
号
に
は

十
八
年
度
香
南
市
の
当
初
予
算
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
行
財
政
に
う

と
い
私
に
は
数
字
の
意
味
す
る

と
こ
ろ
が
十
分
に
読
み
取
れ
な

い
。
た
だ
、
香
南
市
の
一
般
会
計

が
合
併
前
、
旧
町
村
の
合
計
よ

り
一
〇
％
も
増
加
し
て
い
る
こ

と
は
理
由
は
と
も
あ
れ
気
に
な

る
と
こ
ろ
だ
。
来
年
度
は
新
型

交
付
税
が
導
入
さ
れ
、
一
段
と

厳
し
い
財
政
事
情
が
予
想
さ
れ

る
。「
も
っ
た
い
な
い
」
の
声
が

聞
か
れ
な
い
よ
う
、
さ
ら
に
適

正
な
運
用
を
切
に
お
願
い
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　 

（
ほ
に
や
）
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電算室 財政課

57-8500

総務課

　議会事務局は局長以

下３人です。主な仕事は、

議会の会議録、議会運営

全般についてや、請願・

陳情書の受け付けなど

です。初めての市議会で

すが、職員一同頑張って

いきますのでよろしく

お願いします。

　総務課は、人事、給与など職員管理業務を行う職員係と、

条例・規則等の審査及び公布、議案作成など議会開催関

係業務、公印管理、文書発送収受、情報公開窓口、行財政

改革などの業務を担当する総務係や、市ホームページや

庁内電算機器の管理運営、地域情報化などを担う情報推

進係、広報誌の作成や叙勲等表彰関係について国、県へ

の進達、秘書業務を担当する秘書広報係があ

ります。

57-8514

監査委員
事 務 局

香南市エコテーマパークタウン構想香南市エコテーマパークタウン構想

環境にやさしいまちづくりに参加しませんか環境にやさしいまちづくりに参加しませんか

協力者募集
　『太陽光発電システム』を設置いた

だける事業者を募集します！

初期設置負担：１kwあたり２０万円

　香南市では、「エコテーマパークタウン構想」の実現を目指し、

地球温暖化防止対策に取り組んでいます。恵まれた自然再生

エネルギーの有効利用による二酸化炭素の削減を図るため、

有限責任事業組合（LLP）が平成18年度から３カ年で実施する、

環境省の『メガワットソーラー共同利用モデル事業』に高知県

と協同で参画し、香南市全体で500kwを目標に、太陽光発電シ

ステムの導入を目指します。

　つきましては、地球温暖化防止にご協力くださる事業者を、

下記の条件で募集します。※平成18年度は補助事業で採択さ

れたkw数のみ補助対象とします。

募集内容：公募対象事業者　

募集期間：平成18年10月１日～10月31日

お問い合わせ・申請受付窓口
事業主体:よさこいメガソーラーLLP（仮称）   088-837-3117

■高知県　循環型社会推進課　　088-823-9792

■市役所　環境対策課 　　57-8508

【太陽光発電施設設置の概要】

　１．地球温暖化防止に協力いただける事業者

　２．高圧及び低圧電力*1需要家の事業者

　３．10年間設置可能な事業者

　４．太陽光発電パネルの設置に必要となるス

　　 ペース（屋上等）*2を確保できる事業者
　＊１:店舗･事務所等で一般電気機器及びエアコン等への供給電力

　＊２:１kw発電に約７平方メートルの設置場所が必要です

一般戸建住宅は対象外です

（対象事業者例）

病院・診療所・運送・タクシー・バス・ガソリンスタンド・ガスス

テーション・地域コニュニティー・自治会場・農作業場・商店・

店舗等の事業活動を行う事業所
※上記募集内容を満たしたうえ、有限責任事業組合（LLP）による審査があり   

ます。また、応募多数の場合は抽選にて決定します

■初期導入費用

■太陽光発電
　設備の所有権

■太陽光発電
　　による
　電気利用料

■高知県
　香南市の対応

①設置協力いただける事業者へ「（仮称）エコ事
業者認定証」を発行します。
②広報へ事業者のエコ活動を報告、また企業広
告の掲載を行います。

�設置後10年間は、有限責任事業組合（LLP）と「利
用サービス契約」を結んでいただきます。利用
料金は設置する総発電容量に応じた「従量定額」
制とします⇒高圧・低圧共：15円/kwｈ(1,250円
/月）

　設置後10年間は、有限責任事業組合（LLP）の
所有設備となり、10年経過後、事業者へ「有償譲
渡」いたします。火災保険、動産保険、機械保険
には有限責任事業組合（LLP）が加入します。

　事業者様の初期設置負担⇒高圧・低圧共：20
万円（太陽光発電施設１kw当たり）
　支払い方法は一括払い

57-8502

財政課

・
・

　
財
政
係
は
、
各
種
業
務
の
実
施
や
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
、
事
業
に
必

要
な
予
算
の
編
成
及
び
執
行
管
理
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
管
財
係
は
、
庁
舎
や
公
用
車
な
ど
の

市
有
財
産
の
管
理
の
ほ
か
、
各
種
契
約

に
関
す
る
事
務
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
と
接
す
る
機
会
は
少
な
い
で

す
が
、
納
め
て
い
た
だ
い
た
貴
重
な
税

金
や
使
用
料
な
ど
を
効
果
的
に
活
用
し
、

環
境
と
調
和
の
と
れ
た
ま
ち
づ
く
り
、

福
祉
の
充
実
と
人
に
優
し
い
ま
ち

づ
く
り
、
災
害
に
強
い
安
全
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。


